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３  申 請 関 係 様 式  

 ・  給 水 条 例 施 行 規 程 第 1 号 様 式「 給 水 装 置 工 事 承 認 申 込 書 」（ 第 2 条 、第 3 条 、

第 4 条 ）  

 ・  給 水 条 例 施 行 規 程 第 2 号 様 式 「 給 水 装 置 新 設 等 変 更 （ 中 止 、 取 消 ） 承 認 申 込

書 」（ 第 6 条 ）  

 ・  給 水 装 置 工 事 施 行 基 準 第 1 号 様 式 「 給 水 装 置 工 事 配 管 技 能 者 配 置 届 出 書 」  

・  給 水 装 置 工 事 施 行 基 準 第 2 号 様 式 「 指 定 給 水 装 置 工 事 事 業 者 （ 新 設 ・ 改 造 ・  

撤 去 ） 工 事 検 査 申 込 書 」  

・  給 水 装 置 工 事 施 行 基 準 第 3 号 様 式 「 直 結 増 圧 式 給 水 装 置 事 前 協 議 申 請 書 」  

・  給 水 装 置 工 事 施 行 基 準 第 4 号 様 式 「 直 結 増 圧 式 給 水 装 置 事 前 協 議 ・ 回 答 書 」 

・  給 水 装 置 工 事 施 行 基 準 第 5 号 様 式 「 直 結 給 水 用 増 圧 装 置 設 置 条 件 承 諾 書 」  

・  給 水 装 置 工 事 施 行 基 準 第 7 号 様 式 「 受 水 槽 水 道 （ 設 置 ・ 変 更 ・ 廃 止 ） 届 」  

・ 給 水 装 置 工 事 施 行 基 準 第 9 号 様 式「 受 水 槽 以 下 装 置 メ ー タ ー 設 置 条 件 承 諾 書 」  

・  給 水 装 置 工 事 施 行 基 準 第 10 号 様 式 「 給 水 装 置 工 事 検 査 確 認 表 」  

・  給 水 装 置 工 事 施 行 基 準 第 11 号 様 式 「 給 水 装 置 （ 道 路 等 占 用 ） 工 事 着 手 届 」  
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施行基準第１号様式 

 

   年   月   日 

 
宛先）流山市上下水道事業管理者 
 
 

流山市指定給水装置工事事業者 

登録番号 

事業者名 

 

給水装置工事主任技術者 

免状交付番号 

氏   名 

連 絡 先 

給水装置工事配管技能者配置届出書 

流山市給水装置工事施行基準「給水装置工事の施工１の１．１施工一般の６「給水装置

工事配管技能者の配置」に基づき、下記の工事に係る給水装置工事配管技能者を届出し

ます。 

記 

１ 給水装置工事承認申込日         年     月     日 

                 受付番号 第                   号 

２ 工事場所                                               

２ 給水装置工事配管技能者 

   氏 名                     （携帯電話）                   

次のいずれかに✔マークを付けてください。 

□公益財団法人給水工事技術振興財団が実施する給水装置工事配管技能検定会の

各種検定合格者（従前の講習会修了者等は検定合格者と同等とする。）                        

□他の地方公共団体の供給規程又はこれに基づく規程による配管技能者（配管工その

他類似の名称のものを含む。）の資格を有する者 

□電気融着方式（ＥＦ接合）による管接合作業等に従事する者は、給水工事技術振興財

団が実施する検定会（ポリエチレン管検定）の合格者のほか、水道配水用ポリエチレ

ン管の協会が実施する講習会の修了者及び従前（平成２８年１２月３１日まで）のメー

カーによる講習会を修了した者 

※不明な点は、流山市上下水道センターまでお問合せください。（04-7159-9925） 

---＜上記✔マークに該当する修了証等の写しを添付して下さい。＞--------------- 
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施行基準第２号様式 

 

     

 

   年  月  日申込 

宛先）流山市上下水道事業管理者 

 

（    件分） 

           

 

 

給水条例第７条第２項にもとづき、関係書類を添えて申込みます。 

なお完成図１部を施工主に提出したことを申し添えます。 

 

 

 

 

平成   年   月   日受付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 事 場 所 市町

住所

事業者名 TEL

印

主 任 技 術 者 印

施 工 主 氏名 TEL

検 査 月 日

管理図修正資料 提出

第　　　　　号

申 込 者

（指定工事事業

者）

平成　　　　年　　　月　　　日

平成　　　　年　　　月　　　日

～
お客さま番号（給水番号） お客さま番号（給水番号）

新　設

改　造

撤　去

指定給水装置工事事業者 工事検査申込書
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施行基準第３号様式 

 

  年  月  日 

宛先）流山市上下水道事業管理者 

 

 

                      申請者  住所 

                                 氏名          印 

                                                     電話番号    

 

直結増圧式給水装置事前協議申請書 

名     称  

設 置 場 所  

事 業 目 的 □マンション □アパート □店舗 □事務所 □雑居ビル 

□その他（     ） 

建 築 階 高 □新築 地上    階    □改造 地上    階 

    地下    階        地下    階 

給 水 戸 数 計画戸数       戸 （公設 ・私設  メーター） 

計画給水人口     人 

使 用 水 量 計画一日最大水量   ｍ３／日  瞬時最大流量   ℓ／分 

分 岐 口 径 配水管 Φ     ｍｍ    給水管 Φ     ｍｍ 

方 式 □直結増圧     □直結直圧併用 

添 付 書 類 １．案内図 ２．立面図・平面図 ３．給水平面図  

４．給水系統図 ５．増圧装置の選定機種仕様書 

給水開始希望日 平成   年   月   日 

そ の 他  

※ 各戸にメーターを設置する場合、公設又は私設を選定すること。 
その他の欄には、店舗種類、水使用用途など追記事項を記入すること。 
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施行基準第４号様式 

   年   月   日 

 

直結増圧式給水装置事前協議・回答書 

 

                様 

流山市上下水道事業管理者    

 

 年  月  日付けで申請のありましたこのことについて、給水装置工事施行基準 6.2 直結
増圧式 4 事前協議に基づき、次のとおり報告いたします。 

１名     称  

２計画設置場所  

３協 議 番 号  受  付  日 平成  年  月  日 

４計画建築階高 新築 

地 上       
階 
地 下       

階 

改造  
地上       階 
地下       階 

５計画給水戸数 計 画 戸 数 戸 計画給水人口 人  

６配水管等の状況 

配 水 管 口 径 φ  mm 管 種 
□ＤＩＰ □ＨＰＰＥ □ＶＰ 
□ＨＩＶＰ □その他(     ) 

給 水 管 口 径 φ  mm 管 種 □ＰＰ □ＰＥ  □ＨＩＶＰ 

 

７測 定 水 圧 

測 定 場 所  

測 定 日 ～ 消火栓 No.  

配 水 系 統  吐 出 圧 Mpa 

配 水 管 口 径 φ   mm・管種 地 盤 高 m 

測 定 結 果 

最大動水圧 Mpa kg/m2 

最小動水圧 Mpa kg/m2 

８給水の可否判定 
    □ 可能  □ 不可 

 

上記のとおり報告します 
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施行基準第５号様式 

直結給水用増圧装置設置条件承諾書 

年  月  日 

（あて先）流山市上下水道事業管理者 

 

水 栓 番 号  

設 置 場 所  

設 置 者 

(所有者) 

住所  

氏名 印 

電話  

 

直結増圧式給水方式による給水のために直結給水用増圧装置を設置するにあ

たり、下記の条件を承諾いたします。 

記 

１ 使用者への周知 

次の特徴を理解し、使用者等に周知させるとともに、増圧装置による給水につ

いての苦情を上下水道局に一切申し立てません。 

① 増圧装置が停電や故障等により停止した時に、断水となり水の使用が出来な

くなること。 

② 増圧装置を設置した場合は、受水槽のような貯留機能がないため、計画的な

断水及び緊急的な断水の際に、水の使用が出来なくなること。 

２ 定期点検について 

増圧装置の機能を適正に保つため、適宜、保守点検及び修理を行うとともに、

専門知識を持った関係者により、年１回の定期点検を行います。 

３ 損害の補償について 

増圧装置の設置に起因して、逆流、漏水や配水管の圧力に変動が生じ、上下水

道局若しくはその他の使用者等に損害を与えた場合は、責任をもって補償いたし

ます。 

４ 既設配管使用の責任について 

既設受水槽以下の既設配管等を再使用する場合は、これに起因する漏水等の事

故については、設置者（所有者）または使用者等の責任において解決します。 

５ 条例・規程の遵守 

上記各項のほか、取扱い上なお必要な事柄については、流山市水道事業給水条

例、同施行規程及び流山市給水装置工事施行基準を遵守して施行します。 

６ 紛争の解決 

上記各項の条件を使用者等に周知徹底させ、増圧装置に起因する紛争等につい

ては、当事者間で解決し、上下水道局に一切迷惑をかけません。 
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施行基準第７号様式 

 

受水槽水道（設置 ・ 変更 ・ 廃止 ） 届 

                          年   月   日 

宛先）流山市上下水道事業管理者 

届出者  住所 

氏名又は名称 

代表者氏名          ㊞ 

電話番号 

注）届出者は、受水槽水道を設置する者（建物の所有者等）です。 

給水条例第４１条に基づき、受水槽水道について、次のとおり届出をします。 

お客さま番号（水栓番号）                  

□には✔をご記入ください 

 

施工後の施設概要 

 

 

 

□旧建物を解体（旧建物名称：　　　　　　　）

□自主管理 住所　　　　　　　　　　　　　　　　　※自主管理で届出者と同じ場合は記入不要

□委託管理 氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

管
理
者

建物名称
建物所在地

　　年　　月 階数 地上　　階・地下　　階 直結栓 有・無

φ　　　㎜ 取出口径 φ　　　㎜

設置場所 材質 FPR・コンクリート・その他（　　　）
有効容量 槽室
設置場所 材質 FPR・コンクリート・その他（　　　）
有効容量 槽室

有（　　個）・無

□共同住宅（　　　戸）　□一戸建て住宅　□事務所　□店舗　□工場　□ホテル等
□学校等　□病院等　□社会福祉施設等　□保育所等　□その他（　　　　　　）

屋内・屋外（　　階部）

建
物

設
備

用
途

竣工月日

新メーター口径

受水槽

高架水槽

　　．　㎥　　　　．　　㎥
屋内・屋外（　　階部）
　　．　㎥　　　　．　　㎥

　有（　　　槽）・無

　有（　　　槽）・無

子メーター

私設は（　）表

□受水槽＋高架水槽　　　□直結給水方式（直結増圧給水方式を含む）
□受水槽のみ　　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□増圧ポンプ+高架水槽
□受水槽＋高架水槽　　　□直結直圧給水方式
□受水槽のみ　　　　　　　□直結増圧給水方式
□増圧ポンプ＋高架水槽　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

給
水
方
式

施工前

施工後

年　　　　月　　　　日

設置理由

□変更理由

□廃止理由

□設置・□変更・□廃止　年月日

□直結給水が認められない建物（危険な化学薬品等を扱う施設、配水管の水圧低下をきたす施設等）

□設置が適当な建物（断水時に業務停止となってしまうなど影響の大きい施設、常時一定水圧水量が必要な施設等）

□配水能力不足（配水管の口径が小さいなど）　□メーター口径が大きい

□貯留機能の確保（震災時等における断水対策）　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□水槽の数や容量等を変更するため（例：受水槽+高架水槽→増圧ポンプ+高架水槽）（変更）
□建物の取り壊し・建て替えのための（廃止）
□直結給水方式（直結増圧給水方式等を含む）に切り替えるため（廃止）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

① ②

②①置 

置 

置 

置 

置 

置 置 
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施行基準第９号様式 

宛先）流山市上下水道事業管理者                    年   月   日 

受水槽以下装置メーター設置条件承諾書 

受水槽以下装置メーター設置  市     

       承認申請者     ㊞ＴＥＬ   

受水槽以下装置所在地  市     

      ㊞ＴＥＬ   

給水装置所有者   市     

      ㊞ＴＥＬ   

受水槽以下装置所在地  市     

給水装置のお客様番号（水栓番号）      

受水槽以下装置のお客様番号（水栓番号）      

管理人 市  

 

  

㊞ＴＥＬ 

 

管理人 

変更届     年    月    日 

市  

 

  

㊞ＴＥＬ 

 

※管理人の変更があった場合は下段を使用する。 

受水槽以下装置にメーターを設置するにあたり、下記の条件を承諾します。 

記 

1.  メーターの設置承認申請を行った受水槽以下装置（以下「この装置」という。）の維持管理及び水質に関する責任は、一切、所有者又は使用者が負う

とともに、必要の都度、定期又は随時に点検を行い、メーターの管理及び計量に支障がなく、かつ、水が汚染され又は漏れることのないように努めま

す。なお、この装置において漏水が発生した場合、その漏水により市に与えた損害は所有者又は使用者が負担します。 

2.  この装置は次の条件に適合する構造とします。 

〔給水形態〕 

自然流下給水構造又はポンプユニットを使用したポンプ直送給水構造のものとし、かつ、井戸水、その他の水と混合しないものであること。 

〔配管構造〕 

① 停滞空気の発生しない構造とする。 

② 衝撃防止、逆流防止及び凍結防止のための必要な措置が講じられていること。 

③ ポンプの加熱防止用に吐出する水及び圧力タンクの自動吸気を伴う排出水は、受水タンクへ還流する構造とする。 

④ 各戸のメーター取付位置における最大圧力（静水圧）は、原則として 0.4MPa以下とする。 

⑤ 各戸のメーター前後配管は、市の定める基準に適合していること。 

⑥ メーターに接近して上流側に止水器具を、下流側に止水器具又は逆止め弁を設置する。なお、ポンプ直送給水構造又は蓄圧式タンクを使用した

構造の場合、下流側には逆止め弁を設置する。 

⑦ 集中給湯方式における湯水混合水栓の設置方法は、市の定める基準に適合していること。 

⑧ ポンプユニットに接続する吐出管は、適正流速になるよう選定すること。 

⑨ 水中ポンプを使用する場合、受水槽内のポンプ吐出管は、ステンレス鋼管、ビニル管等、外面も十分に耐食性があるものを使用すること。 

〔メーター設置環境〕 

① メーター損傷の危険がなく、かつ、メーターが水平に取付けられる構造であること。 

② メーター室は、漏水やメーター取外し時の戻り水などによる被害を防止するため、防水・排水の措置が講じられていること。 

③ メーターを屋内に設置する場合のメーター室の広さ及び集合住宅の各戸にメーターを設置する場合は、市の基準に適合していること。 

④ メーターの取替え及び検針、止水栓操作等の作業が容易に行えるものであること。 

3.  この装置に対し、市がメーターの管理上必要があると認めたときには、構造及び材料などの調査を行うことを承諾します。また、調査により指示さ

れた事項は、指定期間内に完全に履行します。 

4.  この装置の設置工事は、市指定給水装置工事事業者に施工させます。 

5.  上記各項の条件について、取り扱い上必要な事項については、給水条例及び同施行基準を遵守して施工します。 

6.  オートロック式の建物の場合は、各戸メーターの検針、メーターの取替え等、市の業務が支障なく行えるよう、入館方法を提示します。 

7.  上記各項の条件を使用者に周知徹底させ、装置に起因する紛争等については、当事者間で解決し市に一切迷惑をかけません。 

8.  この装置の維持管理及び市に対する連絡等の事項を処理するために給水条例第 15条に基づき管理人を選定し届け出ます。また、届け出内容に変更が

あった時も届け出ます。 

9.  この装置の所有者を変更するときは、新所有者にこの装置が条件付きのものであることを熟知させるとともに、直ちに所有者の変更を市に届け出ま

す。 

 

施行基準 
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給水装置工事検査確認表

No.

No.

指定給水装置工事事業者名 工事場所

給水装置工事主任技術者氏名

□　確認 □ 申請書のとおり □ 変更あり

□　確認 □ 適正 □ 不適正

□　確認 □ 適正 □ 不適正

□　確認 □ あり □ なし

□　確認 □ あり □ なし

□ 適正 箇所

□　なし □ 適正 □ 不適正

□　確認 □ 適正 □ 不適正

□　確認 □ 確認　（　写真　・　現場　）　

□　済 □ 適正 □ 不適正

□　確認 □ あり □ なし

□　確認 □ あり □ なし

あり　　不要

あり　　不要 □ 仮復旧 □ 本復旧

□　確認

□　異常なし　　　　　　　□　異常あり

□指摘事項　　改善期限：　　　年　　　月　　　日

　□適正　　□不適正

㊞

㊞ ㊞

流山市上下水道局

第１０号様式

検 査 員

検 査 日

14．路面復旧状況

現場確認日 　　　　　年　　　　月　　　　日

※上記のとおり、現場状況を確認したので報告します。

水 道技 術管 理者

合格　・　再検査　　　　　年　　　　月　　　　日 検 査 結 果 判 定

7．  クロスコネクション

8．  保温・防護措置

9．耐圧試験　(1.00MPa　5分間)

11．乙止水栓オフセット記入

□  あり　( □ 明示シート　□ 埋設深さ確認 )

現場確認者

12．分岐箇所オフセット記入

10．通水(管内洗浄)試験

3．  量水器設置場所

6．  給水栓数・取付状況

調定番号

　　 　 　年　 　　　　月　　　 　　日

現 場 確 認 者 記 入

太枠内に記入のうえ、給水装置工事申込書に添付して
検査申込して下さい。

確認項目
給水装置工事

主任技術者の確認

現場状況結果

4．  逆流防止装置

5．  給湯器用バルブ

16．色度・濁度 異常　なし ・ あり

箇所

13．分岐箇所写真添付

15．残留塩素　（0.1mg/ｌ以上）                                 mg/l

受付番号

1．  使用管種・口径・布設延長

受付年月日

（指定店）現場検査立会者氏名・携帯

2．  止水栓設置場所

検査予定

　　　　　年　　　月　　　日（　　　曜日）

　午前　・　午後　　　時　　　分

　□北部方面　・　□南部方面
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工事場所 

工事の期間    年   月   日(   曜日)     時   分から    時   分まで 

申請者  道路占用 道路占用許可 第     号 

住所  及び  

氏名  道路使用 道路使用許可 第     号 

工事概要 案内図 住宅地図 P. 

１ 工事承認申請受付日  

    平成  年  月  日  

２ 工事承認受付番号 
       第      号  

     ３ 配水管： 管種／口径  

      ／  

     ４ 給水管：管種／口径  

                           ／  

          ５ □ 給水管布設工事  

     ６ □ 分水止め工事  

７ □ 舗装本復旧工事 
８ □ その他（       ） 
９ 他の同時施工工事  

       □有（          ） 
       □無  

連絡事項 

担当：給水装置工事配管技能者         現場代理人： 

   氏名： 

電話(携帯)：                 電話(携帯): 

  年  月  日 

 

施行基準第11号様式 
給水装置(道路等占用)工事着手届 

 

宛先)流山市上下水道事業管理者 

 指定給水装置工事事業者 

住所 

名称 

電話 

 給水装置工事主任技術者 

氏名 

電話(携帯) 
 

給水装置工事のうち、道路等占用工事を下記のとおり着手しますので届出します。 

 

注意事項 

1.施工は、原則として月曜から金曜日までの平日とする。 

但し、関係許可条件により日時等に制限がある場合は、前日までに別途報告すること。 

2.届出は、当日の午前9時00分までに持参するかFAX送信すること。 

FAX番号は、「04(7159)9107」 

 


